
要求公表・予算案公表

1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

要求からの主な変更点 要求どおり

H25

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 0 40,606

概　算

人件費

1.00

0 0 0 8,258

0 0 0 32,348

Aの

財源

0 0 0 32,348

甚大な被害を受け

た果樹農家への支

援対象面積

- 491.8ha

目標 成果 達成状況

成果目標の達成状況

予

算

額

前年度繰越

項目

当初予算

現況

（見込）

Ｈ２５

合計 41,348 -9,000 32,348

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度 24年度 25補正後25補正後25補正後25補正後

成果目標・

事業内容

甚大な被害を受けた果樹農家への支援：支援対象面積491.8ha

（単位：千円）　

H26

目標

補正予算 32,348

合計（A)

～ H25

防災意識向上推進緊急対策事業

補助

交付金

地域の農業団体等が地域ぐるみで防災意識の向上

を図るための活動に対する支援

9,158 -5,547 3,611

（補正後）

果樹営農継続支援緊急対策事業

補助

交付金

地域の農業者団体等が地域ぐるみで行う甚大な被

害農業者の営農継続のための活動に対する支援

32,190 -3,453 28,737

項目 実施方法 H25実施内容

（補正前） （２月補正）

目指す姿

現状

　平成25年4月に発生した凍霜害は、従来にない強い寒気の影響により、長時間の厳しい低温となる日が多く、22日の凍霜害を中心に

県下45市町村で、果樹、野菜を中心に35億6千万円余の甚大な被害となった。

　特に果樹については永年性作物であるため、被害の影響が翌年以降に及ぶ場合があり、甚大な被害を受けた農業者が営農継続を

断念する状況が懸念されている。

県が関与

する理由

□法令等義務 □内部管理 □県でなければ実施不可　
【左記の説明、根拠法令等】

■民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 果樹は本県農業の重要な基幹作物であることから、４月の凍霜害により甚

大な被害を受けた果樹農業者の営農継続支援と災害に強い産地づくりを

市町村と協働で緊急に推進していく必要がある。□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　平成25年4月の凍霜害により甚大な被害を受けた果樹農家に対し、営農継続のための支援及び、被害地域等において、地域ぐるみ

で防災意識を向上させるための活動等を実施する農業団体の取り組みを支援し、甚大な被害を受けた果樹農業者の営農継続と、自

然災害に強い産地づくりを緊急に推進し、本県果樹農業の持続的発展と果実の安定供給を図る。
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担

当

課

部局 農政部

課・室 農業政策課

総合５か

年計画
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施策の総合的展開

夢に挑戦する農業

実施期間 H25


